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★Twitter・インスタも更新中♪

裏面につづく♪

今年も１年間ありがとう
ございました！

年末年始の営業について

年末恒例！予冷庫大掃除

今年はコロナが収束したこともあり、
大変多くのお客様のご来店がありました。

出荷者の皆さんには、それに応えるような
精力的な出荷で売り場を大いに盛り上げてい

ただきました。スタッフ一同感謝申し上げます。

～12/27（水） 12/28（木） 12/29(金） 12/30(土） 12/31(日）
1/1（月）～
1/3（水）

1/4（木）

駅舎全体
（直売所・たか
のキッチン）

定休日
通常営業
（9:00～
18：00）

通常営業 通常営業
時短営業
（9:00～
15：00)

時短営業
(10:00～
17:00)

通常営業
（9:00～
18：00）

カフェレストラン
そらら

12月25日（月）ランチタイムまでの営業
令和6年1月６日（土）より営業再開

※休業期間 令和5年12月26日（火）～令和6年1月５日（金）

年末年始も元気に営業いたします！なお、一部営業時間の変更や休業などがござ
います。詳しくは下記をご覧下さい。また、元旦には餅つき、餅まきに加えて、豪
華景品が当たる「新春運試しガラポン抽選会（１回５００円）」も開催予定です。
お誘い合わせのうえ、是非、お越しくださいませ♪

６月には「道の駅たかの１０周年記念“大”感謝祭」、 ７月には久々の開催と
なった出荷者協議会の視察研修旅行、９月には来場者数が４００万人を達成するな
ど、様々なイベントが目白押しの１年でした。
年が明けて２月には「道の駅たかの出荷者協議会 令和６年通常総会」、その後に

は各地域の出荷者さんとの「地域訪問座談会」も開催予定です。日頃なかなかお会
い出来ない遠方の出荷者の皆さんにもお会いできる事を楽しみにしておりますので、
是非ご参加くださいね♪

西城の予冷庫清掃にご参加頂いた皆さん

今年も年の瀬ということで、恒例となり
ました予冷庫の大掃除を行いました！
１２月１４日には口和、西城地区、１８

日には庄原地区で清掃を実施。予冷庫は、
日頃集荷を利用していただいている方が多
いため、直接コミュニケーションが取る機
会が少なく、この年末の大掃除は我々ス
タッフにとって大変貴重な機会となります。
新しく入社したスタッフも参加させてい

ただき、栽培の事、売り場の様子など様々
なお話をすることが出来ました。ご参加い
ただいた出荷者の皆さん、ありがとうござ
いました！

mailto:michieki_tak@takanoyama.jp
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次回もお楽しみに♪

出荷者紹介バトン㊼

庄原市有害鳥獣処理施設 庄原ジビエ工房（是松町）
当施設は、庄原市の有害鳥獣による農業被害の低減、捕獲者の負担軽減を図り、

有害鳥獣の捕獲を促進することを目的に、平成２９年に設立されました。
ここでは庄原市で捕獲された猪の受け入れから食肉処理、処理された猪肉の販売

業務などを行っています。
当施設で食肉処理される猪は、捕獲後止めさしと血抜きが行われてから２時間以

内に当施設に搬入されたものに限られ、搬入後は洗浄・内蔵摘出・剥皮などの処理
が施され、食肉に加工されます。
農林水産省では、より安全なジビエの提供と消費者のジビエに対する安心の確保

を図るため、衛生管理及び流通規格の遵守、適切なラベル表示によるトレーサビリ
ティの確保などに取り組む食肉処理施設の認証を行う「国産ジビエ認証制度」を設
けており、現在日本で認証を受けている３４施設の内、当施設は令和３年に第２１
号認証を取得し、安心安全で高品質なジビエ肉を生産しています。

しょうばらしゆうがいちょうじゅうしょりしせつ しょうばら こうぼう

運び込まれてきた猪と状態を確認するスタッフ
の大田さん。この後、消毒・剥皮などの工程を
経て食肉に加工されます。

庄原工業団地（是松町）に拠点を構え、庄原市全
域から捕獲された猪を受け入れている。
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立ち上げ当初は年間３００頭程度の受入を
見込んでいましたが、２０２３年１２月現在
で年間１,０００頭近くの受入があり、毎年
右肩上がりで搬入頭数は増えています。一方
で、依然として有害鳥獣による農業被害は深
刻で、今後のさらなる捕獲推進のために当施
設が果たしていく役割は重要です。
第一の目的は農業被害の低減ですが、道の

駅での販売などで、お客様からはジビエを庄
原の産品として喜んでいただいています。
また、２年前から庄原市内１８の小中学校

で当施設の猪肉が給食に採用され、それを通
じて地元が抱える問題を子供たちに考えても
らうきっかけ作りの取り組みを行っています。
このようなジビエの利活用によって、地元

に多くのメリットを生み出せるような活動を
今後も継続していきたいと考えています。
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